
むきばんだ花だより

2015.4.4

４月

「ハモニカを鳴らしたき丘山桜」

もと

花弁が重なる

一般的な山桜

ウワミズザクラの開花は間に合いませんでした

花弁の分離が際立つ

妻木晩田特有の山桜

被葬者が

眠っていたときも

桜は見守っていた？
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タブノキ

アカメガシワ
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タブノキ

キミノシロダモ

シロダモ
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早春に他の木々に先駆けて香りのある白い６弁花を開く。

よく似た花にタムシバがあり、区別しにくいが、

花の下に１枚の葉をつけるのが、コブシの特徴のひとつである。

名前の由来：辛夷（しんい）と書いてコブシと読む。

中国ではモクレン類のつぼみを乾燥させたものを辛夷と呼んだ。

日本には当時、モクレンがなかったためコブシを辛夷とした

（漢方薬として使用）

オオバヤシャブシミツバアケビ

コブシ

ナガバモミジイチゴ
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アオキ

ヒサカキ
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新年度を迎えて真剣に討議？

アカメガシワ

ヒメヤシャブシ

桜の花を見上げて学習

★むきばんだを歩く会★

・指導：鷲見寛幸先生（鳥取県自然観察指導員）

・毎月第１土曜日午前９時３０分～正午

私のお気に入り（植物）を紹介します

むきばんだに咲く花は多種多様ですが、私は春に咲く

クロキ、エゴノキの花が大好き。理由は清楚さです。（M・Mさん）

クロキ

エゴノキ

・入会金 ２０００円 毎回資料代 ３００円 いつでも、どなたでも入会可能です

・問い合わせ：むきばんだ応援団「むきばんだをあるく会」
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